
 

 

 

 

 

明日から冬休みに入ります。今回の冬休みは春を笑顔で迎えられるように準備を進めていく期間にな

ります。合格に近づくため、学力アップに力を注ぐと共に、中学校の３年間を通して高めてきた「人間力」

を次のステージでも生かせるようにさらに高めていってほしいです。そのために大切なことは、長期の休

みの前に繰り返して伝えている以下の２つです。以前伝えた内容の一番大事な部分のみ抜粋します。 
 

１.心のコップを上に向ける 

 

  

 

  

 

２. 「一」歩立ち「止」まることが「正」しいにつながる 

   

 

 

 

 

★ 学級代表者会より 

12月 23日（月）の学年集会で、クラスのがんばりと生活面、学習面で意識してほしいことを、学級

代表者会の皆さんが考え、発表をしました。ポイントを押さえたものを紹介します。ぜひ、これらのこと

を意識して、行動していきましょう。 
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【生活面】 

① ふだんの学校生活で意識してきた挨拶や礼儀、マナーを守ろう。 

② 受験・受検に向けて、規則正しい生活を心がけ、体調管理をしっかりとしよう。 

③ 交通ルールを守り、交通安全に気を付けよう。 

④ SNSのトラブルが増加しているので、ネットモラルを意識して正しく使おう。 

⑤ 年末年始は家族や親戚との時間も大切にして充実した冬休みにしよう。 

 

【学習面】 

① １日１日を大切にして、計画的に勉強に取り組もう。 

② 自分にあった勉強方法を身に付け、冬休みの期間を有意義に使おう。 

③ マイコンパスを活用して、起きる時間や学習時間などを計画し、規則正しい 

生活をしよう。 

 

自分のすることに責任をもち、立ち止まって考え、正しいかどうかを自分に問い正すこと 

【何をすればよい？】 

・ いつでも、どこでも、誰に対しても変わらず正しい判断・行動ができる「本物」の姿（大人の目

の届かないところでも自分自身で正しい判断・行動がとれる姿など）を示すこと。 

  

 

心のコップを上に向ける→努力や経験の積み重ねを自分の成長につなげることができる 

【何をすればよい？】 

・ ふだんの生活で大切にしていることをあたり前にできるようにすることで「あたり前度」を高める。 

・ 周りの人からの大切な話を素直に受け入れて聞き、上に向ける努力をする。 

 



★この冬休み、入試に向けて行うこと 

①受験本番に向けての学習を進めよう 限られた時間で、より中身の濃い勉強を 

冬休みは、自分に必要な学習を進める貴重な機会です。受験本番に向けて、必要な取組は何かを考え

て、計画的に取り組んでいきましょう。これまでも取り組んできた「PDCAサイクル（P：計画⇒D：

実践⇒C：振り返り⇒A：改善）」を改めて意識していきましょう。学習方法の１つのヒントとして、次

の内容を参考にしてください。受験に関する漫画「ドラゴン桜」で、大学入試に向けた過去問題対策の

ポイントについて説明する場面のことばを抜粋、編集して紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例えば、公立高校の試験時間は１教科４５分なので、答え合わせに３０分かける計算になります。過去

問題や練習問題に取り組む時は、何点とれたかに加え、なぜその答えになるのかを理解することが大事な

のです。さらに、解答の選択肢にまで注目すれば、より中身の濃い取組ができます。この冬休みは、力を

付けるための大事な期間です。形だけの取組にならないように、学習の中身にこだわりましょう。 
 

②私立高校・専修学校の受験校の下見をしよう 不安を一つでも解消して入試に臨もう 

入試に向けて一つ一つの不安を取り除くことは、当日に力を最大限発揮

するために必須です。その一つが事前に受験学校の下見をすることです。

自分一人だけで、迷わず、時間に余裕をもって受験校に行けるようにすること

ができるように、行ったことがない人は必ず行きましょう。一度行った学

校でも不安があれば、行ってみましょう。当日と同じ時間帯で行くものよ

いですね。下見に行く大きなチャンスが、この冬休みの期間です。 

 

卒業の年となる令和７年、よい１年となるように新たな目標を立て、スタートダッシュを成功させまし

ょう！１月７日（火）に、また笑顔で皆さんと会えることを楽しみにしています。体調に気を付けて、よ

い年末年始を過ごしてください。

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ ９月からの４か月間もこれまでと同様に学校・学年の教育活動に関しましてご理解

とご協力いただきありがとうございます。冬休みは中学校卒業後の進路先を決めるにあたって非常に大

事な期間となります。年末年始のご家族などとの時間は大切にしつつ、お子様が入試等の準備を少しで

も不安なく進められるように、ご家庭での見守りや励ましのお声掛けをよろしくお願いいたします。 

  

今後の予定 １月 ７日（火）４時間授業 ５短 朝：全校集会、表彰伝達 
①②学活（ふれあいタイム）、相談アンケート  
③火３の授業 ④競書会 下校完了 14：05     

        ８日（水）５短 公立三者懇談  
私立推薦・特色出願開始（～10日（金）） 

        ９日（木）５短 公立三者懇談 
       １０日（金）５短 公立三者懇談 私立推薦・特色出願締切 私立専修一般出願開始 
       １４日（火）生徒議会（ST後） 
       １５日（水）５短 委員会 私立推薦・特色入試 
       １６日（木）５短 進路委員会 私立推薦・特色入試合格発表（～１７日（金）） 
       １７日（金）私立専修一般出願締切（１７時） 

   

         
 

○６対４の法則：過去問対策は 60 分の試験問題に 40 分の答え合わせをするという時間配分の比率 

○過去問対策で本当に大事なのは、解いた後の答え合わせと復習の仕方 

・間違った問題を見直して『なぜ間違ったのか』をじっくり分析して正しい解法を覚える。 

・さらに正解した問題も空欄や選択肢がなくても解けるような状態にまで理解できるようにする。 

・あやふやな知識と確実な知識を見分けるのもとても大切である。繰り返し解く中で確実に理解できて

いるかを確認する。 

・選択肢に出てくる全ての語句をしっかり確認しておく。 

→ 選択肢は正解・不正解にかかわらず作成者が重要だと考えているものだから、じっくり時間をか

けて復習する価値は必ずある。              参考文献 講談社『ドラゴン桜』 三田紀房 １８巻 


